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平成 30 年 5月例会：次第（平成 30年 5 月 26日開催） 

 

１.会長挨拶 

 

２.診療報酬改定における調剤に関するお願い（配布資料） 

 ・滋賀県薬剤師会 常務理事 医療保険委員会 委員長 磯矢 毅 氏 

  滋賀県薬剤師会 常務理事 地域保険委員会 委員長  

              びわこ薬剤師会 会長 村杉 紀明 氏 

  ※上記２名より標題の件の説明。 

３.報告事項 

【会員の状況】 平成 30 年 4 月 

（1）   入会者： 平岡 延之 先生 （済生会滋賀県病院）  4/1 付 

        権 哲 先生   （済生会滋賀県病院）  4/1 付 

        梶原 雅明 先生 （近江草津徳洲会病院）4/1 付 

        荒木 勇雄 先生 （滋賀県草津保健所）  4/1 付 

 

    退会者： 白井 幸裕先生・藤山 准真 先生・松下 達彦 先生加藤 元一 先生 

花田 圭司 先生・畑中 宏樹 先生（以上、済生会滋賀県病院）3/31付 

        

（２） 会員の状況（30年 4月） 

       Ａ会員：136名、 Ｂ会員：165名、  合計：301名  

 

【総   務   部】 

［総         務］ 

（１）医療法人の設立および解散にかかる申請書類の提出期限について 
 医療法人の設立および解散については、その認可にあたり県の医療審議会の意見を聞くことと

されているが、平成 30年度の第 1回滋賀県医療審議会医療法人部会は平成 30年 8月上旬に開催

予定であり、当該審議会にかかる申請書類の提出期限は平成 30 年 6月 22日（金）であるとの通

知があったので、ご了知願いたい。なお、提出された書類に不備があった場合は、その次の審議

会にまわる場合もあるので、できるだけ早く事前協議を行い申請に備えていただきたいとのこと

である。 

 詳細：滋賀県健康医療福祉部 医療政策課 医療整備係 TEL 077-528-3625 

 

（２）水銀血圧計等の回収促進に向けた環境省の取り組みへの協力について 
 平成 29 年 8 月に水銀に関する水俣条約が発効され、当条約では水銀の供給、使用、排出、廃

棄等の各段階で総合的な対策に取り組むことにより、水銀の人為的な排出を削減し、地球的規模

の水銀汚染の防止を目指すこととしており、廃棄の段階においては水銀廃棄物について環境上適

正な方法で管理しなければならない。今般環境省の取り組みについて日本医師会を通じて本会に
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も会員への周知等の協力依頼があった。 

 本件にかかる問い合わせがあれば、環境省の「平成 30 年度水銀血圧計等回収促進業務」の請

負者である株式会社リーテムに連絡願いたいとのことである。 

 水銀血圧計等の回収に関する問い合わせ先 

   請負者：株式会社リーテム 

   電話 ：０３－５２５６－７０４１ 

   担当 ：サティナビリティ・ソリューション部 菅間、本間、柳 

  支援内容：水銀血圧計等の回収全般に関する問い合わせへの技術的な助言等 

 

(３)レスパイト入院について（ご案内）             （総務資料 1）ｐ.1 

    

（４）糖尿病対策推進のためのアンケート調査結果について         （総務資料 2）ｐ.4 

 

（５）国体・全国障害者スポーツ大会への協力について       （総務資料 3）ｐ.11 

 

（６）旧優生保護法に関する事について              （総務資料 4）ｐ.12 

 

（７）平成 30年度特定計量器定期検査の実施の周知について（依頼） （総務資料 5）ｐ.19 

 

（８）エボラ出血熱に係る注意喚起について            （総務資料 6）ｐ.23 

 

（９）「シルバー・ドライバーズ教習受講者募集」について      （総務資料 7）ｐ.25 

 

（10）第３０回日本医学会総会 2019 中部事前登録について      （総務資料 8）ｐ.29 

 

【学   術   部】 

［医  療  安  全］ 

（１）医療事故情報収集等事業第 52回報告書ならびに薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析

事業第 18 回集計報告の公表について 
 今般、標記報告書について、日本医療機能評価機構より公表された。同様の事例の再発防止お

よび発生の未然防止のため、標記報告書を活用されたい。 

 なお、報告書は（財）日本医療機能評価機構 HPに掲載 

医療事故情報収集等事業 HP http://www.med-safe.jp/contents/report/index.html 

薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業 HP http://www.yakkyoku-hiyari.jcqhc.or.jp/ 

 

（２）医療事故情報収集等事業「医療安全情報 No.137」について 
ホットパック使用時に熱傷をきたした事例が 10件報告されているのでご留意願いたい。 

  詳細は、日本医療機能評価機構「医療事故情報収集等事業」HPを参照 

   http://www.med-safe.jp/ 

 

（３）「使用上の注意」の改訂について（平成 29 年度） 
    今般、厚生労働省より「使用上の注意」の改訂について通知があったので、下記 HPよりご

確認願いたい。 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000159210.html 

 

 

 

http://www.med-safe.jp/contents/report/index.html
http://www.yakkyoku-hiyari.jcqhc.or.jp/
http://www.med-safe.jp/
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000159210.html
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（４）医薬品の効能又は効果等における血管炎に関する疾病の呼称の取扱いについて 
今般、厚生労働省から医薬品の効能又は効果、添付文書等における血管炎に関する疾病の呼

称等を下記のとおり取り扱うとの通知があったのでご留意願いたい。 

改正前の呼称 改正後の呼称 

大動脈炎症候群 高安動脈炎 

ヴェゲナ肉芽腫症 多発血管炎性肉芽腫症 

Churg-Strauss症候群 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 

チャーグ・ストラウス症候群 

アレルギー性肉芽腫性血管炎 

シェーンライン・ヘノッホ紫斑病 IgA 血管炎 

ヘノッホ・シェーンライン紫斑病 

アナフィラクトイド紫斑(単純型、シェー

ンライン型、ヘノッホ型) 

アレルギー性紫斑病 

結節性動脈周囲炎、多発性動脈炎 結節性多発動脈炎、顕微鏡的多発血管炎 

 

［生  涯  教  育］ 

（１）平成２９年度日本医師会生涯教育制度への申告について 
 標記について、日医雑誌 3月号に申告書用紙が同封されているが、本会では一括申告を実施

しているので日医へ申告していただかなくてよい。5月 8日付けで本会から各会員宛に取得単

位票および申告確認書を送付したので、受講記録を確認のうえ、一括申告に同意いただきたい。 

 
【保  険  部】 
《保険関係連絡事項》 

〔診療報酬改定関連通知〕 

 《改定関連情報掲載ホームページ》 

  ①厚生労働省ホームページ「平成 30年度診療報酬改定について」 

     http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000188411.html 

  ②日医ホームページ「診療報酬改定に関する情報＜平成 30年度＞」 

     http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/30kaitei/index.html 

 

 (1) 平成 30 年度診療報酬改定関連通知の一部訂正について 【日医常任理事通知（保 25）】      

（主なもののみ県医師会報５月号「保険」のページ P.37に掲載済） 

    （4月 25日付け 厚生労働省保険局医療課事務連絡） 

 

 (2) 疑義解釈資料（その３）について 【日医常任理事通知（保 24）】 

（主なもののみ県医師会報５月号「保険」のページ P.37～P.38に掲載済） 

 

 (3) 平成 30 年度労災診療費算定基準の一部改定に伴う自賠責保険診療費算定基準（自 

   賠責新基準）の取扱いについて 【日医常任理事通知（保 23）】 

    （県医師会報５月号「保険」のページ P.41～P.42に掲載済） 

    ・自賠責新基準の取扱いについても本年 4月 1日から改定後の労災診療費算定基準に準じ

た算定方法により請求する 

 

 (4) 使用薬剤の薬価（薬価基準）の一部改正等について 【日医発第 145号（保 27）】 
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    （概要は県医師会報５月号「保険」のページ P.38～P.40 に掲載済）(詳細は日医雑誌６

月号参照)  
 
   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「医薬品の保険上の取扱い等」のコーナ

ーに掲載される予定  http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/iyaku/ 

 

 (5) 公知申請に係る事前評価が終了した医薬品の保険上の取扱いについて 

 【日医発第 157号（保 35）】 

    （概要は県医師会報６月号「保険」のページ掲載予定） 

   ※厚生労働省ホームページに掲載済 

     http://wwwhourei.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T180427S0010.pdf  
   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「医薬品の保険上の取扱い等」のコ

ーナーに掲載される予定     http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/iyaku/ 

 

 

 (6) 抗 PD-L1抗体抗悪性腫瘍剤（テセントリク点滴静注）に係る最適使用推進ガイドラインの策

定に伴う留意事項について 【日医発第 155 号(地 41)(保 33)】 

    （概要は県医師会報５月号「保険」のページ P.40に掲載済） 

   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「医薬品の保険上の取扱い等」のコ

ーナーに掲載される予定  http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/iyaku/ 

 

 

 (7) 抗 IL-4 受容体αサブユニット抗体製剤（デュピクセント皮下注）に係る最適使用推進ガイ

ドラインの策定に伴う留意事項について 【日医発第 156号(地 42)(保 34)】 

    （概要は県医師会報５月号「保険」のページ P.41に掲載済） 

   ※日医ホームページのメンバーズルーム内、医療保険の「医薬品の保険上の取扱い等」のコ

ーナーに掲載される予定 http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/iyaku/ 

 

 

 (8) 原子爆弾被爆者健康手帳の無効について 

      手帳番号   無効年月日  無効事由        備 考 

    ０００８８６－２  H30.4.20 紛失のため 当該手帳紛失者は彦根市西今町在住 
 
    （県医師会報５月号「保険」のページ P.43 に掲載済） 

 

 (9) 共済組合員証の無効について 

  ①厚生労働省第二共済組合東近江総合医療センター所属所（保険者番号 31250095） 

    記号番号  無効年月日      無効事由 

     50114779   H30.4.24    共済組合員証盗難のため 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/iyaku/
http://wwwhourei.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T180427S0010.pdf
http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/iyaku/
http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/iyaku/
http://www.med.or.jp/japanese/members/iryo/iyaku/
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  ②刑務共済組合大阪矯正管区支部（保険者番号31270101） 
 

    組合員証番号 無効年月日   無効事由        備 考 

     105-106465    H30.4.20  共済組合員証  ・当該組合員は大津市大平在住 

紛失のため 

     105-206230  H30.4.1     共済組合員証  ・当該組合員は栗東市霊仙寺在住 

紛失のため 

    （①、②の上段については県医師会報５月号「保険」のページ P.43 に掲載済、 

②の下段については県医師会報６月号「保険」のページ掲載予定） 

 

 (10) 医療機器の保険適用について（５月１日保険適用分）及び「医療機器の保険適用について」

の一部訂正について 【日医発第 174 号（保 38）】【日医事務連絡（保 39）】 

 

(11) 診療報酬請求書（６月提出分）の受付期間について 

    （県医師会報５月号「保険診療Ｑ＆Ａ」のページ P.55に掲載済） 

    ・6月 10日は日曜日であるが、社保、国保ともに事務所を開所してレセプトの受付を行う 

     ※診療報酬請求書等の提出日は、請求省令により１０日と定められているが、可能であ

れば９日以前の早期提出にご協力願いたい 

 

(12) 向精神薬長期処方の研修「不安又は不眠に係る適切な研修」の要件について 

    （県医師会報５月号 P.6に掲載済） 

 

〔その他〕 

(13) 各種施設基準の届出について 

   ①初診料にかかる機能強化加算 → 要届出事項 

    ※初診料にかかる「機能強化加算」についても、近畿厚生局滋賀事務所へ施設基準の届出

が必要である点にご留意願いたい 

   ②開設者が変更になった場合、移転開設した場合、医療法人化した場合、診療所から病院あ

るいは病院から診療所に変わった場合等は、従前の保険医療機関を廃止し、改めて新規指

定申請の手続きを行うことになる。このことに伴い、従前に届出していた健康保険法上の

施設基準等も改めて届出が必要となる。 

     上記の届出を行わなかった場合は、届出が行われていないこととなり、届出漏れが判明

した時点で、届出漏れの事項に係る診療報酬の返還請求が行われることになるので、十分

ご留意願いたい。 

   ☆施設基準等の届出書提出先・問い合わせ先 

      近畿厚生局滋賀事務所審査課 

      〒520-0044 大津市京町三丁目 1-1 大津びわ湖合同庁舎６階 TEL077-526-8114 

 

(14) 再診料に係る地域包括診療加算・認知症地域包括診療加算及び地域包括診療料・認知症地域

包括診療料の施設基準にある『慢性疾患の指導に係る適切な研修』の要件について 

    ※標記施設基準にある『慢性疾患の指導に係る適切な研修注)』の要件については、前回

の施設基準届出時から２年毎に当該研修を受講したことを証明する書類を近畿厚生局

滋賀事務所へ提出する必要があるので、前回 H28年 6月 1日付け算定開始で届出受理さ

れている医療機関にあってはご留意願いたい 

    ※注）日本医師会生涯教育制度に係る研修であり、２年間で通算 20 時間以上の受講が必

要 
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20 時間の講習の中には、カリキュラムコードとして 29 認知能の障害、74 高血

圧症、75脂質異常症、76糖尿病を含んでおり、それぞれ１時間以上の研修（座学）

を受講しなければならず、かつ服薬管理、健康相談、介護保険、禁煙指導、在宅

医療等の主治医機能に関する内容が適切に含まれていなければならない 

       ※研修要件を満たせない場合は辞退の届出を提出する 

 
 
【公 衆 衛 生 部】 
［地  域  保  健］ 
（１）「保育所における感染症対策ガイドライン」の改定について 

今般、厚生労働省が「保育所における感染症対策ガイドライン」を改定した。今回の改定で

は、実用性に留意して再編し、関係機関との連携の重要性を明記したとともに、個別の感染症

に関する記載の充実が図られている。詳細は、厚生労働省のHPを参照。 

http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11900000-Koyoukintoujidoukateikyoku/

0000201596.pdf 

 

 

（２）「廃棄物処理法に基づく感染性廃棄物処理マニュアル」の改訂について  
環境省において、「地域包括ケアシステム強化のための介護保険法等の一部を改正する法律」

の施行に伴う廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令の改正が行われ、同マニュアルも改訂

された。この改定により「医療関係機関等」に「介護医療院」が追加された。 

http://www.env.go.jp/recycle/misc/guideline.html 

 

（３）「麻しん対策の更なる徹底」及び「麻しん患者報告数の増加に伴う海外渡航者への

注意喚起」、予防接種法に基づく定期接種の対象者以外の感想弱毒生麻しん風しん混合

（ＭＲ）ワクチンの接種について 
今般、厚労省から医療機関に対して、麻しんを意識した診療を行うこと、麻しんと診断した

場合には速やかに届け出ること、院内感染予防対策を講じることを改めて依頼があった。 

また、定期接種の対象者以外の接種希望者が増加し、ワクチン不足が懸念されている。まず

は定期接種を優先し、麻しんの自然罹患歴を持つ可能性が高い年齢の方は優先順位が低いこと

に留意いただきたい。 

・麻しんについて（厚生労働省） 

http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansensho

u/measles/index.html 

 

・麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチン接種の考え方 

https://www.niid.go.jp/niid/images/idsc/disease/measles/MRvaccine_20180417.pdf 

 

（４）麻しんの予防接種の推奨の周知について（公衆衛生資料1）ｐ.31 

 

（５）「急性弛緩性麻痺を認める疾患のサーベイランス・診断・検査・治療に関する手引

き」ついて 
今般、「急性弛緩性麻痺を認める疾患のサーベイランス・診断・検査・治療に関する手引き」

がとりまとめられ、国立感染症研究所ウェブサイトに掲載された。本手引きを活用し、届出の

遺漏がないよう求められている。 

・「急性弛緩性麻痺を認める疾患のサーベイランス・診断・検査・治療に関する手引き」 

https://www.niid.go.jp/niid/images/idsc/disease/AFP/AFP-guide.pdf 

http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11900000-Koyoukintoujidoukateikyoku/0000201596.pdf
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11900000-Koyoukintoujidoukateikyoku/0000201596.pdf
http://www.env.go.jp/recycle/misc/guideline.html
http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/measles/index.html
http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/measles/index.html
https://www.niid.go.jp/niid/images/idsc/disease/measles/MRvaccine_20180417.pdf
https://www.niid.go.jp/niid/images/idsc/disease/AFP/AFP-guide.pdf
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・感染症法に基づく医師・獣医師の届出基準「急性弛緩性麻痺（急性灰白髄炎を除く。）」 

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou11/01-05-180413.html 

 

（６）日本ＨＴＬＶ－１学会登録医療機関の設置について 
日本ＨＴＬＶ－１学会において、より専門的なＨＴＬＶ－１感染者（キャリア）の相談と支

援を行う医療機関として、下記医療機関が登録された。 

１ 東京大学医科学研究所附属病院(東京都) 

２ 聖マリアンナ医科大学病院（神奈川県） 

３ ＪＲ大阪鉄道病院（大阪府） 

４ 佐賀大学医学部附属病院（佐賀県） 

５ 公益財団法人慈愛会今村総合病院（鹿児島県） 

６ 鹿児島大学病院（鹿児島県） 

参考：日本HTLV-1 学会HP「日本HTLV-1 学会登録医療機関の設置について」 

http://htlv.umin.jp/info/201804hospital.html 

 

 

（７）感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律施行規則の一部を改正す

る省令の施行に伴う各種改正について 
平成30 年４月18 日付施行の本改正の概要は、急性弛緩性麻痺（Acute Flaccid Paralysis；

ＡＦＰ）発症者に対して、急性灰白髄炎（ポリオ）の検査が確実に実施されることを担保する

ために、１５歳未満の急性弛緩性麻痺（ポリオを除く）を診断後７日以内に届け出なければな

らない五類感染症（全数把握疾患）に追加することである。また、これに伴い、「感染症発生

動向調査事業実施要綱」及び「医師及び指定届出機関の管理者が都道府県知事に届け出る基準」

の改正がなされた。 

参考：感染症発生動向調査事業実施要綱 

http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10900000-Kenkoukyoku/0000203400.pdf 

 

（８）「指定難病に係る臨床調査個人票」の記入上の留意事項等について 
指定難病に係る臨床調査個人票について、平成30年4月1日から医療費助成の対象となる指

定難病の拡大等がなされたことに伴い改正され、照会等が多い事項について留意事項がとり

まとめられた。 

厚生労働省HP http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000170897.html 

 

（９）気管カニューレの事故抜去等の緊急時における気管カニューレの再挿入について 
厚生労働省は「子どもの気管カニューレが事故抜去し、生命が危険な状態のため、緊急に

気管カニューレを再挿入する必要がある場合であって、直ちに医師の治療・指示を受けるこ

とが困難な場合において、看護師又は准看護師が臨時応急の手当として気管カニューレを再

挿入する行為は、保健師助産師看護師法第37条ただし書きの規定により、同法違反とならな

い」との解釈を示した。なお、気管カニューレの再挿入を実施した場合は、可及的速やかに

医師に報告することとされている旨もあわせて了知願いたい。 

参考：公益社団法人日本小児科学会HP 

http://www.jpeds.or.jp/modules/guidelines/index.php?content_id=101 

 

（10）「職域におけるがん検診に関するマニュアル」について 
厚労省「職域におけるがん検診に関するワーキンググループ」においてマニュアルがとりま

とまられたとのことである。 

http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000200734.html 

 

http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou11/01-05-180413.html
http://htlv.umin.jp/info/201804hospital.html
http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10900000-Kenkoukyoku/0000203400.pdf
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000170897.html
http://www.jpeds.or.jp/modules/guidelines/index.php?content_id=101
http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000200734.html
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（11）「エボラ出血熱に係る注意喚起」について 

 今般、WHOより、コンゴ民主共和国赤道州においてエボラ出血熱が発生したと発表されたこ

とから、厚労省より注意喚起の情報提供があった。 

http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10900000-Kenkoukyoku/0000164709.pdf 

 

 

［救 急 災 害］ 
（１）「滋賀県地域防災計画の修正について 

災害対策基本法第40条に基づき、滋賀県地域防災計画が修正されたので確認願いたい。 

http://www.pref.shiga.lg.jp/c/shobo/tibou/tibou.html 

 

４.講演会・研修会等のご案内                   （総務資料 9）ｐ.33 

 ・平成 30年度「湖南圏域認知症に関する研修・検討会」開催 

  開催日時：平成 30年 7月 5日 （木） 18：00～20：00 

  開催場所：守山市守山駅前コミュニティーホール（第 1ホール） 

  内  容：グループワークによる事例検討 

 

５.行事日程について 

 （1）第 212 回定例代議委員会等について 

   平成 30年 6月 14日（木）琵琶湖ホテル 

       14：30～第 212回定例代議委員会 

       16：00～人権学習会 

       17：00～滋賀県医師会懇親会（代議員、役員、事務局職員懇談会） 

 

 （2）都道府県医師会組織強化担当役職員連絡協議会について「日本医師会」 

   平成 30年 6月 8日（金）13：30～16：00 

   滋賀県医師会 3階会議室に於いてテレビ会議で参加 

   ※申込締日：5月 20日（日） 

   

 （3）第 35 回滋賀医学会総会について 

   平成 30年 11月 17日（土）琵琶湖ホテル 

 

６.当医師会 6月の行事予定表                  （総務資料 10）ｐ.39 

 

７. 5 月以降の行事予定表                    （総務資料 11）ｐ.40 

 

８.その他 

 ・平成 30 年度 あおばな地域医療連携の会（新任医師紹介＆情報交換会） （総務資料 12）ｐ.46 

  開催日時：平成 30年 7月 5日(木) 18：00～（17：20より受付） 

  開催場所：ロイヤルオークホテルスパ＆ガーデンズ パールオーキッド 

        大津市萱野浦 23-1 ☎077-543-0111 

 

 

 

 

http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10900000-Kenkoukyoku/0000164709.pdf
http://www.pref.shiga.lg.jp/c/shobo/tibou/tibou.html
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☆★☆ 医協連絡事項 ☆★☆ 

≪クールビズ実施のお知らせ≫ 

当組合事務局では、地球温暖化対策及び節電対策の一環として、今年も「クールビズ」を実施いたしま

す。 
  ◆実施期間 ： 平成 30 年 5 月 1 日（火）～平成 30 年 10 月 31 日（水）    

実施期間中は、原則軽装（ノーネクタイ・ノージャケット・半袖シャツ等）での勤務を推奨しております。不快

感を与えない軽装での対応を心掛けておりますので、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
 

≪医療用品カタログ「GooDs」2018 年度版発刊のお知らせ≫ 

医療用品カタログ「GooDs」2018 年度版が 5 月 21 日に発刊されました。発刊日以降は新刊をご利

用いただけるよう、ゆうメールにてお送りしております。 
今年度のカタログは新規アイテム 3,000 点を追加し、新たにミズノ製品（ウェア等）の掲載も始め

ました。全掲載品目が 22,000 点、分割販売品目も 1,300 点に増え、ますます利用しやすいカタロ

グとなっていますのでぜひご利用下さい。 
万一、2018 年度版のカタログが届いていない場合は購買課までご連絡下さい。 
 

≪〝検定付″体重計期間限定キャンペーンのご案内≫ 

“検定付”体重計を平成 30 年 6 月末までキャンペーン価格で提供しています。 
医療機関で使用する計量器は計量法により検定証印または基準適合証印のついたものを使用するよう定

められています。詳しくは医協ニュース 5 月号の折込をご覧いただき、この機会にご注文下さい。 
 
～滋賀県医師協同組合に未加入の先生方へ 

 
当組合へご加入頂くことで、様々な組合メリットをご利用頂けますので是非ご検討下さい。 
またご存知ない先生方がいらっしゃいましたらご紹介下さい。 

加入要項 

①滋賀県内の開業医（正組合員） 
②滋賀県内の病院または診療所に勤務する医師（勤務医部会員） 
ご加入時に出資金（預り保証金）1 万円をお預かりさせて頂くだけで賦課金・会費等は一切

ございません。なお、出資金（預り保証金）は組合脱退時にご返金させて頂きます。 
＊詳しくは当組合まで（０７７－５１６－８６６０）までお問い合わせ下さい。 
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